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人権啓発シリーズ

ハンセン病の人権 ～�ハンセン病問題を正しく理解し、�
語り継いでいこう～

ハンセン病の歴史
　療養所に強制隔離された患者の方
は、外出も退所も認められず、家族へ
の差別を恐れて偽名を名乗ることを余
儀なくされ、子どもを持つことを禁じ
られるなど、壮絶な偏見や差別の中で
生きてこられました。国は平成8年の
「らい予防法」廃止まで、この隔離政
策をとり続けたのです。長年にわたる
この政策によって、ハンセン病は「怖
い病気」として定着してしまいました。
昭和24年頃には特効薬で完治するよ
うになりましたが、偏見や差別が解消
されることはありませんでした。

地域社会と共に生きる
　ハンセン病療養所に入所しておられる
方々の高齢化が進み、平均年齢は85歳
となっています。病気は治っていても、身
寄りがないことや、長く社会との交流を絶
たれてきたこと、偏見や差別が今も根強く
残っていることなどから、社会復帰は難し
い状況です。今では、療養所は入所者の
方々にとって大切な生活の場になっていま
す。地域の中で孤立することなく安心して
暮らすために、各療養所で将来構想が策
定されています。ハンセン病であった方々
が、偏見や差別を受けることなく尊厳を保
ち、地域社会と共に生きるための構想です。

　大崎七夕さぁで打ち上げられた花火は
1200発。大きく、美しい花火はきっと皆さ
んの心を奪ったことでしょう。
　会場では、打ち上げられるたびに「きれい」
とたくさんの声が聞こえました。
　来年もご家族・ご友人をお誘いの上、大
崎七夕さぁへご来場ください。感動しますよ！

『町文化祭で合唱パフォーマンス』
　11月３日（木）に開催された『町制施行 80
周年記念　第 43 回大崎町文化祭』で合唱を披
露した大崎小学校４年生児童の皆さんです。
　堂々と大きな声で歌う姿に、会場からは大き
な拍手が沸きました。児童らはただ歌うだけで
はなく、手話をしながら、ステップを刻みなが
らと来場者をくぎ付けにしていました。
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